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このままではＢファクトリーの予算
 

大幅削減
 

スーパーＢファクトリーの計画が
 

消えてしまう
 

このままではＢファクトリーの予算
 

大幅削減
 

スーパーＢファクトリーの計画が
 

消えてしまう

• 小林・益川の成果をドブにすてるようなもの

ノーベル賞の受賞理由

• 小林・益川プラスその実験的証明（Ｂファク）
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トップを独走中

• ニュートリノ物理学

• Ｂ
 

ファクトリー

• すばる
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トップレベルトップレベル
 
スプリング８

(予算大幅削減）

確実にトップ確実にトップ
 
Ｘ線自由電子レーザー

（Ｃバンド加速管）
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憂慮すべき事態
大幅な立ち遅れが

 
生まれつつある部門

（かつては日本がトップレベル）

レーザー核融合
 

ＮＩＦ(今明年に点火確実）

激光
 

ⅩⅡ号と
 

二つのエドワード・テラー賞
(山中・高部）

実用化には

パワーレーザーを

高パルスレーザに

ＥＵも大予算
 

８０億ユーロ高速点火方式
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超高速シーケンサの登場で
 

いま第二のゲノム科学時代が始まった
 

超高速シーケンサの登場で
 

いま第二のゲノム科学時代が始まった

• 次世代機（すでに１０か所でテスト中）は
ＤＮＡ１分子連続全解読で

 
一人のゲノムを５分

 間で解読

• 医療が個人ゲノム解読を前提とする時代が
目前に

ガン研究が、ガンゲノム研究へ
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• 生物学－全生物ゲノム解読時代へ

• ゲノム情報の爆発的蓄積

• バイオインフォマティクスの大々的必要性

日本は完全に後れを取っている。

中国には巨大センターが次々
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エピゲノムでも
 

コンソーシアム国際計画に立ち遅れ
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今後
 

面白い(早くやるべし）と
 

おもっているもの
 

今後
 

面白い(早くやるべし）と
 

おもっているもの

• １
 

情報融合炉(喜連川プラン）

• ２
 

電子光子バイオイメージングセンター

(永山プラン）

• ３ コネクトーム

(脳のニューロン・シナプス全結合解析）

（脳のゲノム解読に等しいグランドチャレンジ
 課題）
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①先進的医学研究のための遺伝子改変動物研究
 コンソーシアムの設立ゲノム医療開発拠点の形
 成

 ②次世代高機能ＭＲＩの開発拠点の形成

③衛星による全地球観測システムの構築最先端
 技術で探る地球内部ダイナミックスと防災研究
 計画

 ④全地球生命史解読と地下生物圏探査計画

⑤高強度パルス中性子・ミュオンを用いた物質生
 命科学研究強磁場コラボラトリー（次世代強磁

 場施設）計画
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⑥Ｂファクトリー加速器の高度化による新しい
 物理法則の探究Ｊ－ＰＡＲＣ加速器の高度化
 による物質の起源の解明

 ⑦国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の国際研究拠点
 の形成

 ⑧大型先端検出器による核子崩壊・ニュートリ
 ノ振動実験

 ⑨大型低温重力波望遠鏡（ＬＣＧＴ）計画
⑩30m光赤外線望遠鏡（TMT)計画高エネル

 ギー密度科学研究推進計画
 ⑪次世代赤外線天文衛星（SPICA)計画

⑫アストロ－H（ASTRO‐H）計画
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日本の生きる道

• 科学技術創造立国
 

プラス

「科教興国」・
 

「人材強国」(教育と人材育成）

• 米国・中国には逆立ちしても追従できない日本の
 ユニークさ

• 非核・非軍事に徹した高度技術国家

ＤＡＲＰＡ／ＤＯＥ／ＤＯＤなしで

これだけの高度技術・

これだけの産業技術を持てた日本
軍事なしで

 
ロケット、原子力、加速器、核融合(特

 にレーザー)、スパコンを
 

持てたのは日本だけ
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大型プロジェクトを  次々に興して  
日本を世界の英知センターへ

• すでに
 

カミオカ(Ｊパーク)・Ｂファクトリーで

それが実現
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オバマ核問題サミットで
 

原研非核技術センターに名乗り

• 九条単独国家⇒九条地球社会へ

• 非核非軍事世界実現のための高度技術セン
 ターを日本に
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科教興国
 

人材強国
 

科教興国
 

人材強国

必要な方策

高等教育無償化

高等教育修了者キャリアパス拡充

⇒研究力倍増計画
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• 先進的医学研究のための遺伝子改変動物研究コンソーシ
 アムの設立ゲノム医療開発拠点の形成

 • 次世代高機能ＭＲＩの開発拠点の形成
• 衛星による全地球観測システムの構築最先端技術で探る

 地球内部ダイナミックスと防災研究計画
 • 全地球生命史解読と地下生物圏探査計画

• 高強度パルス中性子・ミュオンを用いた物質生命科学研
 究強磁場コラボラトリー（次世代強磁場施設）計画

 • Ｂファクトリー加速器の高度化による新しい物理法則の探
 究Ｊ－ＰＡＲＣ加速器の高度化による物質の起源の解明

 • 国際リニアコライダー（ＩＬＣ）の国際研究拠点の形成
• 大型先端検出器による核子崩壊・ニュートリノ振動実験
• 大型低温重力波望遠鏡（ＬＣＧＴ）計画
• 30m光赤外線望遠鏡（TMT)計画高エネルギー密度科学研

 究推進計画
 • 次世代赤外線天文衛星（SPICA)計画

• アストロ－H（ASTRO‐H）計画
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